
（様式第４号） 上田市男女共同参画推進委員会 会議概要

１ 審 議 会 名 上田市男女共同参画推進委員会

２ 日 時 平成２８年８月２５日 午後１時３０分から午後３時３０分まで

３ 会 場 上田市市民プラザ・ゆう ２階 大会議室

４ 出 席 者 古田睦美会長、清水久夫副会長、岩野威生委員、竹田貴一委員、竹花みい子委員、

田中晋委員、橋詰真由美委員、若尾伸子委員、清水博夫委員

５ 市側出席者 柳沢人権男女共同参画課長、佐藤課長補佐兼武石市民サービス係長、久保田課長補

佐兼男女共同参画係長、糸魚川（株式会社めいほう）、高寺係長、酒井

６ 公開・非公開 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開

７ 傍 聴 者 *人 記者 ＊人

８ 会議概要作成年月日 平成２８年８月２９日

協 議 事 項 等

１ 開 会（柳沢課長）

２ あいさつ（古田会長）

３ 協議事項

（１） 第３次男女共同参画計画の骨子について

ア 計画の基本的な考え方（第 2章）

・久保田係長から、前回の待機児童についてと育児休暇についての説明

・資料に沿い、久保田係長、糸魚川から第 2章について概要を説明
・以降、協議

(事務局) ・前回いただいた着眼点がぼやけているのではないかという意見をもとに、また、アン
ケートなどにより現状を捉えたうえで検討した結果、基本目標は前回１～４まであった

が、今回は３つにまとめた。

・重点的取組などは次回とりあげることとし、今回は体系について議論する。

（会長） ・体系について基本目標のバランスをみると、目標１の経済が重くバランスが悪い。

経済といっても企業へのアプローチは難しいと思われるので、経済の批准を多くする

には無理がある。

・基本目標１では、今回経済と参画が一緒になっているが、「参画」は分けた方がよい。

（委員） ・経済という部分は、企業側からすると何をしたらよいか見えない。

（会長） ・２次計画の時に基本目標１の「意識づくり」にあった、具体的目標３の学習環境の

一層の整備が、「経済・参画」に来ているが、今回も「意識」で良いと思う。

また、６ 家庭、地域社会における男女共同参画の促進 についても、基本目標２の

地域づくりでよい。

（事務局）・学習環境の一層の整備の内容としては、学習の機会を確保することによって女性が活躍

できるようにするというもの。

（委員） ・学習という言葉の内容の捉え方の違いかと思う。

２次では男女共同参画についての学習という意味であるが、今回は女性が活躍するため

に様々な学習をするという意味だ。

（会長） ・具体的目標の６、家庭、地域社会における男女共同参画の促進は基本目標２の地域づく

りに入るのではないか

（事務局）・学習は目標３へ、地域づくりは目標２へ入れる方向で調整する。

（会長） ・具体的目標の９には起業の意味もあるので、「チャレンジ」などの文言を入れるとよい。

・現代的なものにするために、みなさんも必要な案を考えてほしい。

（委員） ・基本目標の１「経済」のなかで、男女がいきいきと活躍する社会の実現とあるが、社会

という単語はおかしい。



第２次計画は「・づくり」で統一しているが、そのような形で文言を整えた方がよい。

（会長） ・男性の働き方をかえる。男性中心型労働慣行を改めるなどを入れたほうがよい。

・基本目標２の課題の整理の資料で、人権侵害の被害者に対する支援体制を整備とある

がそこまではできないので、支援を充実させるなどと言い方を変えた方が良い。

・上田市として、他とは違うというところを組み入れたい。

（委員） ・目標１の中で、「いきいきと」→「共に」としたり、目標２の男女の・・という文言が

必要か疑問に思った。

（会長） ・文言については、バランスを取って整理をしてすっきりさせた方がよい。

・基本目標の３の課題の整理の〔施策の方向〕で、国際的協調と国際理解の推進とある

が、国際的人権感覚としたほうがよい。

国際的男女平等感覚

（事務局） 事業評価シートの説明

時間がないので、実施状況や評価シートについても各自みていただき、ご意見がある

場合は次回持ってきていただく。

（事務局）・委員さんの任期は３期６年までと決まっており、今回２名の方の任期が満了となる。

（２名挨拶）

・ 次回は、９月３０日午後１３：３０～大会議室

４ 閉会


